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昭和七年、杉並区和泉の早稲田商業学校は帝国商業学校と改名し
たが、校歌に「早稲田」の固有名詞がないので、それをそのまま受け継いだ。　
校歌は日夏耿之助と窪田空穂の合同作詞、山田耕筰の作曲で大正
一五年に制定された。日夏は詩人で英米文学者、窪田は歌人で国文学者。二人とも一流で、山田はすでに日本を代表する作曲家だった。　
校名変更を機に学校 、山田に来てもらい、校歌 歌唱指導を仰
ごうと申し出た。山田は快諾し、昭和八年六月下旬のある日の午後、テノール歌手の永田絃次郎を伴い来校した。有名な山田の来訪とあって、父母 ちも駆け付けて来て 講堂は立錐の余地がないほどだった。　
山田がピアノを弾き永田が歌いはじめると、生徒も父母も呆気に
とられ目を丸くした。永田の、こ 世の声 は思えないほどの高い透き通った声、しかもマイクも使わないのに講堂を揺るがす
迫力に圧倒されたのである。　
校歌につづいて山田作曲の『東京市歌』の指導があり、そして山
田が永田に「どうだね、お国の歌を歌ってくれないか」と言った。「ハイ、先生、歌います」と笑顔で答えた。山田が伴奏し、原語で『トラジ』 『アリラン』など五、六曲披露した。　
会場はこのときはじめて、彼が半島出身者であることを知った。
山田が「平壌（へいじょう）生まれで、名門の崇実専門学校に学び、陸軍戸山学校音楽隊を首席で卒業しています。若手実力ナンバーワンのテノール歌手です。現在、二四歳です」と紹介すると、嵐のような拍手 湧き起こった。　
会場から『アリラン』のアンコールが要請された。 「では、日本
語で歌います。皆さんも大きな声で歌ってください」 。
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私を捨てて行かれる方は
　　
十里も行けずに足が痛む
二
　
アリラン
　
アリラン
　
アラリヨ
　　
アリラン峠を越え 行く
　　
晴れ晴れとした空には星も多く
　　
我々の胸には夢も多い
三
　
アリラン
　
アリラン
　
アラリヨ
　　
アリラン峠を越えて行く
　　
あそこあの山が白頭山だが
　　
冬至師走でも花ばかり咲く
　
すでにこの歌を知っている人も多く大合唱となった。梅雨の最中
なので蒸し暑く、講堂の窓という窓は全開してあったので、講堂のすぐ隣 松の湯にも聞こえた。繰り返し繰り返 歌われ、やがて松の湯の客もあわせて歌い、近所の人が何事かと思うほどの大合唱となった。哀調帯びた歌声が和泉の街に流れていった。　
松の湯の主人は、素晴らしい声の主の顔を見たいと、番台をかみ
さんに任せ講堂に駆け付けた。永田は蝶ネクタイに燕尾服という本格的な居で立ち、やせ型の童顔だった。山田作曲 『からたちの花』 『赤とんぼ』 『ペチカ』なども歌ったが、大合唱となると、やはり『アリラン』だった。　
その歌でだいぶ時間を費やし、山田と永田は大拍手に送られ控室
に引き上げて行った。松の湯の主人は二人を追い、渡り廊下で声をかけた。 「山田先生、永田先生、よい歌、素晴らしい声を聴かせていただきました。ありがとうございます。両先生、それにしてもすごい汗ですね。私、隣の松の湯です。お帰りに 、ぜひ一風呂浴びて行ってください」　
当時、学校にシャワーなどなかった。山田が「ありがとう」と軽
く会釈し、永田が「寄らせていただきますか」と
零こぼ
れるような笑顔
を見せた。　
主人は戻ってそのことを、かみさんに言った。 「まさか！寄るは
ずがないでしょう」と手を横に振っ　
だがしばらくすると、山田、永田、それに校長先生、父母会の会
長などが揃って松の湯に現れた。かみさんは驚 釜炊き場に主人を迎えに行った。　
一行が裸になり、洗い場に足を踏み入れると 湯舟 浸かってい
た三人の少年が立ちあ り、 『アリラン』を歌い始めた。校長が「うちの生徒です」と言った。廊下で山田、永田と主人の会話を聞いていて、先廻りをしていたのである。すぐに居合わせ 客も加わり、女湯の客も大きな声を出し大合唱となった。ここでも何度も繰り返し歌われた。永田は相好 崩 「私の故郷の民謡を こんな何回も歌ってくれてありがとう」と言 ながら 三人 生徒と客一人一人に握手し 廻った。山田が「裸の付き合い、裸の付き合い」と拍手を送り、 「よ 歌には国境 ないな」と呟 た。
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それから五、六年間、松の湯では、毎晩のように客の誰かが『ア
リラン』を歌い始めると大合唱になった。 《アリラン湯》とか《アリラン風呂》とも呼ばれた。　
帝国商業学校は京王商業高校、専修大学附属高校と校名を変える
が、二〇年くらい前までは、同窓生の集まり どでは、山田作曲の校歌とともに伝統的に、必ずといっていいほど青春の愛唱歌《アリラン》が歌われた。　
これより余談になるが、永田は の年（昭和八 ）の時事新報社
主催の第二回音楽コンクール声楽の部で第二位になり、翌年の第三回、翌々年の第四回も第二位に終わった。朝鮮出身のため一位にはなれなかったのである。不憫に思った山田は、陰になり日向になり彼を可愛がった。　
山田の推薦もあって永田は昭和一一年、三浦環主演のオペラ
『蝶々夫人』のピンカートン役に抜擢され、一躍名を馳せた。その翌年、国民歌謡『朝』が空前 ヒット盤となり、さらに『愛国行進曲』 『愛馬進軍歌』 『出征兵士を送る歌』など軍歌の大ヒットも飛ばし、 《半島のテナー》の異名をとった。　
永田は終戦時には千葉の富豪の娘・北川民子と結婚し一男三女が
いた。民子は原節子に似たたいへん 美人だったという。永田は朝鮮戦争で母親を亡くしたことから、親族のいる北朝鮮に帰るこ を決意し、家族全員で昭和三五年の第六次帰還船で日本を離れた。朝
鮮総連が有名な永田が帰国したことを大々的に宣伝したことにより、帰国促進に少なからず影響を与えた。　
北朝鮮で、しばらくは音楽家として優遇されていたが『オー・ソ
レ・ミオ』が資本主義的と槍玉にあげられ、さらに妻が日本人であることからスパイ容疑をかけられ、ステージから追放された。その後、妻と子供たちを日本に帰そうとしたことから粛清されたとの情報もあったが、それはなく、収容所送り、炭鉱送りの生活が長くつづき、昭和六〇年 平壌（ピョンヤン）の粗末な自宅で病死したという。七五歳。本名・金永吉。　
民子の消息については、北朝鮮に渡り、間もなくして途絶え、以
後、何一つ伝わって来なかったという。歳月の経過からいって、粛清されなかったとしても、もう生きてはいないだろう。永田に憧れ半島から来て人気歌手になったのが小畑実。　
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※文章後半の余談の前までは、専修大学附属高校同窓会長をされ、山田耕筰の研究者であられる秋田育久さんからお聞きした話を、ほぼそのまま稿にしました。（文芸同人誌『は ゆう』六一号（二〇一二年三月発行）掲載の「アリラン」を一部改訂）
